
研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 A） 第１０回市バス運転士セミナー 

研 修 の 目 的 

「すべてのお客様に信頼される安全の追及」及び「全国一のお客様サービス

の実践」に向け、市バス運転士に対し、事故防止とお客様サービスの研修を

実施し、運転技術とお客様サービスの更なる向上を図る。 

科目の到達目標 

・ 安全運転に対する意識の向上 

・ 運転個癖の把握と改善 

・ プロドライバーとしての意識の向上 

・ 全国一のお客様サービスを実践できる職員の育成 

受 講 対 象 者 採用後４年目以降の市バス運転士(指導運転士及び６１歳以上の運転士除く) 

受講予定人数 １日当たり４人 

研修時間・回数 １日当たり６．５時間  ６０回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 京都市交通局研修所及び市内路上 

研 修 方 法 講義及び実車（市バス）での体験実習（運転技能自動評価システムなど受診） 

研 修 内 容 

◆ 机上研修 

  危険予測と危険回避について、安全空間の重要性 

  アンガーマネジメント等について 

  運転技能自動評価システム受診結果から得た運転個癖の把握と改善策 

  ヒューマンエラーと事故防止 

   

◆ 体験実習 実車（市バス）研修（市内路上） 

基本の運転姿勢、基本操作の確認 

運転操作についての助言 

運転技能自動評価システムなど受診 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙１)参照 

上 限 金 額 １日当たり７７，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備

え、予め代務者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 体験学習には、接遇講師（委託）及び交通局職員も同乗します。 

○ 上限金額は、講師料、交通費、資料代、税等を含む総額とします。 

  



研修仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 B） ３年目市バス運転士セミナー 

研 修 の 目 的 

「すべてのお客様に信頼される安全の追及」及び「全国一のお客様サービ

スの実践」に向け、採用後３年目の市バス運転士に対し、徹底した事故防止

対策とお客様サービスの向上を目的とした研修を実施することにより、職員

としての自覚を再認識させるとともに、自動車事業に対するより積極的かつ

能動的な取組意欲を喚起する。 

科目の到達目標 

・ 安全運転に対する意識の向上 

・ 運転個癖の把握と改善 

・ プロドライバーとしての意識の向上 

・ 全国一のお客様サービスを実践できる職員の育成 

受 講 対 象 者 採用後３年目の市バス運転士 

受講予定人数 １日当たり５人 

研修時間・回数 １日当たり６．５時間  １３回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 京都市交通局研修所及び市内路上 

研 修 方 法 講義及び実車（市バス）での体験実習（運転技能自動評価システムなど受診） 

研 修 内 容 

◆ 机上研修 

  ３年目の総括と今後の課題 

危険予測と危険回避について、安全空間の重要性 

  アンガーマネジメント等について 

  運転自動評価システム受診結果から得た運転個癖の把握と改善策 

  ヒューマンエラーと事故防止 

   

◆ 体験実習 実車（市バス）研修（市内路上） 

基本の運転姿勢、運転操作の確認 

運転操作についての助言 

運転技能自動評価システムなど受診 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙２)参照 

上 限 金 額 １日当たり７７，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備え、予め代

務者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 体験学習には、接遇講師（委託）及び交通局職員も同乗します。 

○ 上限金額は、講師料、交通費、資料代、税等を含む総額とします。 

  



研修仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 C） ２年目市バス運転士セミナー 

研 修 の 目 的 

「すべてのお客様に信頼される安全の追及」及び「全国一のお客様サービ

スの実践」に向け、採用後２年目の市バス運転士に対し、運転技術とお客様

サービスの更なる向上を図る。 

科目の到達目標 

・ 安全運転に対する意識の向上 

・ 運転個癖の把握と改善 

・ プロドライバーとしての意識の向上 

・ 全国一のお客様サービスを実践できる職員の育成 

受 講 対 象 者 採用後２年目の市バス運転士 

受講予定人数 １日当たり５人 

研修時間・回数 １日当たり６．５時間  １２回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 京都市交通局研修所及び京都競馬場駐車場 

研 修 方 法 講義及び実車（市バス）での体験実習（運転技能自動評価システムなど受診） 

研 修 内 容 

◆ 机上研修 

  ２年間の知識や運転振りについて現状把握と課題 

危険予測と危険回避について 

  アンガーマネジメント等について 

  運転自動評価システム受診結果から得た運転個癖の把握と改善策 

  ヒューマンエラーと事故防止 

   

◆ 体験実習 実車（市バス）研修（京都競馬場駐車場） 

基本の運転姿勢、運転操作の確認 

的確な運転操作のための運転訓練（狭路走行、枠内転回、スラローム等） 

運転技能自動評価システムなど受診 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙３)参照 

上 限 金 額 １日当たり８８，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備え、予め代務

者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 体験学習には、接遇講師（委託）及び交通局職員も同乗します。 

○ 上限金額は、講師料、交通費、資料代、体験実習でのコース設置料、税等を含む総額と

します。 

  



研修仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。 

 

 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 D） １年目市バス運転士セミナー 

研 修 の 目 的 

「すべてのお客様に信頼される安全の追及」及び「全国一のお客様サービ

スの実践」に向け、採用後１年目の市バス運転士に対し基本操作の再確認及

び公務員としての意識の徹底を図る。 

科目の到達目標 

・ 基本操作の再確認 

・ 安全運転に対する意識の向上 

・ 運転技術の更なる向上 

・ プロドライバーとしての意識の向上 

受 講 対 象 者 採用後１年目の市バス運転士 

受講予定人数 １日当たり６人 

研修時間・回数 １日当たり６．５時間  １６回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 京都市交通局研修所及び市内路上 

研 修 方 法 講義及び実車（市バス）での体験実習（運転技能自動評価システムなど受診） 

研 修 内 容 

◆ 机上研修 

交通ルール、規程を遵守ることの重要性 

  ヒヤリハット体験の有効的な活用法 

  ヒューマンエラーと事故防止 

  運転自動評価システム受診結果から得た運転個癖の把握と改善策 

   

◆ 体験実習 実車（市バス）研修（市内路上） 

基本の運転姿勢、運転操作の確認 

的確な運転操作のための運転訓練（車両特性把握等） 

運転技能自動評価システムなど受診 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙４)参照 

上 限 金 額 １日当たり７７，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備え、予め代務

者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 体験学習には、接遇講師（委託）及び交通局職員も同乗します。 

○ 上限金額は、講師料、交通費、資料代、税等を含む総額とします。 

  



研修仕様書 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。 

 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 E） シニアドライバーセミナー 

研 修 の 目 的 

「すべてのお客様に信頼される安全の追及」及び「全国一のお客様サービス

の実践」に向け、６１歳到達年度以降の市バス運転士に対し、運転技術とお

客様接遇の再徹底を図るとともに、シニアドライバーの特性や注意事項等に

ついて認識を深める研修を実施する。 

科目の到達目標 

・ 安全運転に対する意識の再考 

・ 運転個癖の把握と改善 

・ プロドライバーとしての意識の再考 

受 講 対 象 者 
６１歳到達年度及び６３歳到達年度の市バス運転士（暫定再任用職員、会計

年度職員含む） 

受講予定人数 １日当たり５人 

研修時間・回数 １日当たり６．５時間  ６回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 京都市交通局研修所及び京都競馬場駐車場 

研 修 方 法 講義及び実車（市バス）での体験実習（運転技能自動評価システムなど受診） 

研 修 内 容 

◆ 机上研修 

  安全・安心・快適な運転に必要な知識 

  的確な判断のための知識と反応力 

  加齢及び長い運転経験が業務に及ぼす影響 

  ベテラン運転士の役割 

   

◆ 体験実習 実車（市バス）研修（京都競馬場駐車場） 

基本の運転姿勢、運転操作の確認 

危険回避トレーンイング 

的確な運転操作のために運転訓練（狭路走行、枠内転回、スラローム等） 

運転技能自動評価システムなど受診 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙５)参照 

上 限 金 額 １日当たり８８，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備え、予め代

務者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 体験学習には、接遇講師（委託）及び交通局職員も同乗します。 

○ 上限金額は、講師料、交通費、資料代、体験実習でのコース設置料、税等を含む総額と

します。 

  



研修仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。 

 

 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 F） 指導運転士セミナー 

研 修 の 目 的 

指導運転士が、新規採用市バス運転士研修生（以下、「研修生」という。）に

対して、より効果的な指導・育成ができるように、指導方法やコミュニケー

ションスキルの向上を図る。また、 指導運転士間で指導内容や評価基準のば

らつきをなくし、指導内容の平準化に繋げる。 

科目の到達目標 

・ 指導者としての役割の理解 

・ コーチング等教育手法の向上 

・ コミュニケーションスキルの向上 

受 講 対 象 者 指導運転士 

受講予定人数 １日当たり５人 

研修時間・回数 １日当たり６．５時間  ６回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 京都市交通局研修所及び京都競馬場駐車場 

研 修 方 法 講義及び実車（市バス）での体験実習（運転技能自動評価システムなど受診） 

研 修 内 容 

◆ 机上研修 

指導者としての心構え 

コーチングなどの教育方法について 

コミュニケ-ションスキルを高めるための手法 

     

◆ 体験実習 実車（市バス）研修（京都競馬場駐車場） 

指導内容の再確認（運転姿勢・扉操作・車内アナウンス） 

指導のポイントと添乗中の適切な伝え方 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙６)参照 

上 限 金 額 １日当たり８８，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備え、予め代

務者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 体験学習には、接遇講師（委託）及び交通局職員も同乗します。 

○ 上限金額は、講師料、交通費、資料代、体験実習でのコース設置料、税等を含む総額と

します。 

 

 

  



研修仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。 

 

 

  



研修仕様書 

 

 

研 修 科 目 （区分 G） 新規採用市バス運転士派遣研修 

研 修 の 目 的 

新規採用市バス運転士研修（以下「新採研修」という。）の乗務練習期間中、

研修生に対して研修所職員による指導に加え、より専門的な見地から、安全

運行の確保における基本的な技術・技能・知識の習得を目指し、交通教育の

専門家が在籍する民間の研修施設へ派遣して実施する。 

科目の到達目標 

・ 基本の運転姿勢の習得 

・ 死角、内輪差、リアオーバーハング、発進時の車両特性などの理解 

・ 危険予測の精度・危険への対応力を高める 

・ 注意喚起の必要性 

受 講 対 象 者 契約年度中に採用された市バス運転士研修生（以下「研修生」という。） 

受講予定人数 ・１日当たり１６人以下 

研修時間・回数 

・ １日当たり７．０時間 

・ 年間１２回（予定） 

※採用計画の状況により変動する場合があります。 

研修実施予定時期 
令和８年４月１日～令和９年３月末日 

※採用計画の状況により変動する場合があります。 

研修実施場所 契約事業者施設（派遣） 

研 修 方 法 実車での体験実習 

研 修 内 容 

新採研修中に、基本的な技術・技能・知識などの習得を目指し、契約事業者

の施設に研修生を派遣する。 

◆ 体験実習 実車研修（契約事業者施設） 

基本の運転姿勢、運転操作の確認 

的確な運転操作のために運転訓練 

ドア開閉時のアナウンスと安全確認 

発進停車、右左折時の注意喚起の徹底 

リアオーバーハングの意識付け 

上 限 金 額 １日当たり２９１，５００円 

補 足 事 項 最寄り駅から、契約事業者施設までの送迎 

○ 上限金額は、施設利用料、研修車両使用料、講師料、資料代、税等を含む総額とします。 

 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 H） 指導運転士派遣研修（コーチングコース） 

研 修 の 目 的 

市バス運転士に対する指導者としての、教育・指導のあり方を交通教育の

専門家から学ぶことで、指導者としての基礎知識を習得し、指導内容の向上

を図る。 

科目の到達目標 

・ 指導対象運転士の運転スキルと安全意識向上のための、理論に基づいた

指導方法について理解を深める。 

・ 個人差に応じた効果的な指導方法を学び指導の幅を広げる。 

受 講 対 象 者 指導運転士 

受講予定人数 １日当たり１２人 

研修時間・回数 １日当たり７.０時間 年間２回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 契約事業者施設（派遣） 

研 修 方 法 講義及び実車での体験実習 

研 修 内 容 

指導運転士を契約事業者施設に派遣して実施 

◆ 机上研修 

ティーチング技法、コーチング技法 

 

◆ 体験実習 実車研修（契約事業者施設） 

基本の運転姿勢、運転操作の確認 

コーチング実習 

上 限 金 額 １日当たり２９１，５００円 

補 足 事 項 最寄り駅から、契約事業者施設までの送迎 

○ 上限金額は、施設利用料、研修車両使用料、講師料、資料代、税等を含む総額とします。 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 I） 指導者向け派遣研修（コーチングコース） 

研 修 の 目 的 

新規採用市バス運転士に対する指導者としての教育・指導のあり方を交通

教育の専門家から学ぶことで、指導者としての基礎知識を習得し、指導内容

の向上を図る。 

科目の到達目標 

・ 新規採用市バス運転士の運転スキルと安全意識向上のための、理論に基

づいた指導方法について理解を深める。 

・ 個人差に応じた効果的な指導方法を学び指導の幅を広げる。 

受 講 対 象 者 新規採用市バス運転士等の教育担当者 

受講予定人数 １日当たり１２人 

研修時間・回数 １日当たり７.０時間 年間１回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月から令和９年３月（予定） 

研修実施場所 契約事業者施設（派遣） 

研 修 方 法 講義及び実車での体験実習 

研 修 内 容 

新規採用市バス運転士等の教育担当者を契約事業者施設に派遣して実施 

◆ 机上研修 

 人材育成のためのコーチング術 

 新規採用市バス運転士等を育成するためのコーチング理論 

◆ 体験実習 実車研修（契約事業者施設） 

コーチング理論に基づいてロールプレイを行い、その体験で得られた

ことから、指導方法について再考する。 

上 限 金 額 １日当たり２９１，５００円 

補 足 事 項 最寄り駅から、契約事業者施設までの送迎 

○ 上限金額は、施設利用料、研修車両使用料、講師料、資料代、税等を含む総額とします。 

  



研修仕様書 

 

研 修 科 目 （区分 J） 自動車部運行管理者研修 

研 修 の 目 的 

運行管理者が果たすべき役割と責務の再考。運行管理者に必要な指導力、

及び知識の向上を図る。 

また、研修所が実施する市バス運転士を対象とした研修（以下「各種セミ

ナー」という。）の教示内容について理解する。 

科目の到達目標 
・ 令和８年度に実施する各種セミナーの教示内容の理解。 

・ 運行管理者が果たすべき役割と責務の再考。 

受 講 対 象 者 運行管理者及び運行管理補助者 

受講予定人数 １日当たり２０人程度 

研修時間・回数 １日当たり７.０時間 ３回（予定） 

研修実施予定時期 令和８年５月 

研修実施場所 京都市交通局（サンサ右京） 

研 修 方 法 机上研修 

研 修 内 容 

◆ 令和８年度市バス運転士を対象とした各種セミナーの解説。 

◆ 運行管理者が果たすべき役割と責務の再考。運行管理者に必要な指導力、

及び知識の向上を図る。 

 

※ １日のタイムスケジュールは(別紙７)参照 

上 限 金 額 １日当たり４４，０００円 

補 足 事 項 
やむを得ない理由により、研修実施日に担当講師が出席できない場合に備え、予め代

務者を設定するなどの対策を講じること。 

○ 上限金額は、講師料、資料代、税等を含む総額とします。 

  



研修仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印の時間を企画、担当していただきます。 

 


